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はじめに
本稿では桃山時代から江戸時代初期にかけて制作さ
れたと考えられている、小袖形能装束（唐織・厚板）
５領の修理に関して、共通する修理作業１、２の手順、
修理材料の選択理由、修理方法などを報告する。
今回の修理で採用した修理方法や考え方について言
及することで、修理に関する情報が蓄積され、染織品
に関するより良い修理環境が共有されることを目的と
している。
本論の構成は、１．修理作品の概要、２．修理作業
の詳細として（１）修理方針（２）修理材料の選択理
由について（３）修理工程、最後に、として今後の修
理に関する提言について論述する。
１．修理作品の概要
修理を行った５領の小袖形能装束（唐織・厚板）は
先攻研究から１６世紀後半から１７世紀前半の制作と考え
られており３、能装束の変遷を語る上で貴重な資料と
される。
なお、作品には以下のような番号をつけ論述する。
①唐織白地枝垂桜模様
（以下①と記す 図１）
②厚板紫地入子菱繋丸紋散模様
（以下②と記す 図２）
③厚板緑地雪持柳桐菊藤梅片身替模様
（以下③と記す 図３）
④厚板藍白段籠目鉄線花模様
（以下④と記す 図４）
⑤唐織萌黄地花唐草菱繋模様
（以下⑤と記す 図５）
⑤以外の４領（①～④）は奈良の金春座に伝来した
装束であり、諦楽舎という民間団体を経て、１９５０年に
東京国立博物館の所蔵となったものである。
５領の地質、技法、損傷箇所、損傷状況などは表１
を参照されたい。
①平成１６年度修理品（図１）
色緯糸で枝垂桜模様が縫取織されている。現在は子
方（子供用の装束）の形態をしている。損傷は表裂と
裏裂全体に及び、特に襟中心、肩山、袖山、腰周りの
損傷が著しく、表裂は和紙で裏打ちされている部分も
ある。損傷の激しいところでは絵緯糸の擦れも顕著で
ある。左右袖と後身頃の裾には同模様の裂が継いであ
り、何回かの仕立て直しの末に現在の形状となったこ
とが確認できる。また裏裂の襟中心には「カ壱」左右
五カ
の襟先には「金春廿□之内」「竹神」の墨書が認めら
れる。「カ壱」はこの作品が唐織であることを、「金春
五カ
廿□之内」は金春の所有であることを示している。「竹
神」に関しては不明であった。修理後は現状同様の子
方の形状に仕立てた。また東京国立博物館以前の所蔵
先である諦楽舎印と思われるものと分銅型の印の２種
類が押捺されていた（図１３，１４）。
②平成１６年度修理品（図２）
色緯糸で入子繋と向い鶴、葵の丸紋模様が縫取織さ
れている。修理前は引き解いた状態で保管され、裏裂
は失われていた。表裂全体に損傷が著しい。左右袖、
左右衽、襟には同模様の裂が幾枚も継いであり、仕立
て直しされ現在に至ることがわかる。修理後は裏裂を
新調し、袷の小袖形態に仕立てた。
③平成１７年度修理品（図３）
色緯糸で雪持柳と露芝・梅模様が身頃に肩身替り模
様として、桐菊藤模様が袖に縫取織されている。この
装束は身頃と左右袖は別の装束で、２領の装束から
なっている。引き解き修理を行う際の調査で過去の縫
い目が確認でき、別の装束の右身頃が本作品の袖へと
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図１ ①唐織 白地枝垂桜模様 撮影－宮崎勝
図２ ②厚板 紫地入子菱繋丸紋散模様
撮影－宮崎勝 図－岡田宣世作成
図３ ③厚板 緑地雪持柳桐菊藤梅片身替模様
撮影－宮崎勝
図４ ④厚板 藍白段籠目鉄線花模様
撮影－坂本敦宏 図－岡田宣世作成
図５ ⑤唐織 萌黄地花唐草菱繋模様
撮影－坂本敦宏 図－岡田彩子作成
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仕立替えされ現状に至っていることが分かった。表
裂、裏裂ともに襟中心、肩山と袖山、腰周り部分の損
傷が著しく、左右袖の絵緯糸の擦れが目立つ。裏裂の
襟中心には「カ六」の墨書があり、①同様唐織に分類
されていたと考えられる。左右袖、左右身頃の裏裂に
は２種類の平絹が使用されており、墨書の記されてい
ない平絹は取り除き保管し、墨書のある平絹のみ修理
をおこない、新しい平絹とともに現状同様の袷仕立て
に仕立てた。
④平成１７年度修理品（図４）
色緯糸で籠目と鉄線花模様が縫取織されている。修
理前は引き解いた状態で保管され裏裂は失われてい
た。表裂全体に損傷が著しい。左右身頃と右衽は幾枚
もの裂が継いであり、仕立て直しされ現在に至ること
がわかる。修理後は裏裂を新調し袷の小袖形態に仕立
てた。
⑤平成１７年度修理品（図５）
色緯糸で花唐草と菱繋模様が縫取織されている。表
裂、裏裂ともに、襟中心、肩山、袖山、腰周りの損傷
が著しい。表裂の左右前身頃には、胸付近に楕円の切
れ目が入り、その後修理を行った形跡が認められた。
この切れ目は真っ直ぐ下へ裾まで続いている。表裂後
身頃の腰周りにも切れ目が入り、過去に修理を行なっ
た形跡が認められた。裏裂には３種類の平絹が使用さ
れており、修理を行い裏裂として使用し、現状同様に
仕立てた。
５領の装束に共通する損傷は、収納時に常に裂が折
れていて、着用した時や展示した時に重量がかかる肩
山や袖山、能装束として着用した時に汚れや擦れなど
が著しい襟中心や腰周りなどに集中している。その他
は着装のときに糸で縫いつける糸穴などの損傷が多数
認められた。また、いずれも何回か仕立て直しが行な
われていた。この５領は、地質が経３枚綾地（z流れ）
に平糸の縫取織の技法で模様が繰り返し織り出されて
おり、金糸が使用されていないなど技法にも共通した
特徴を示している。
本稿で述べる修理作品について「オリジナル」と記
述している箇所があるが、これは修理を行った作品の
裂や糸を指し、補修を行う裂や糸については「補修裂」
「補修糸」の名称を使用している。
２．修理作業の詳細
（１）修理方針
修理方針は所蔵先の東京国立博物館と話し合い決定
する。
①③の装束は全体を引き解いて、表裂・裏裂の損傷
箇所全体を修理し、修理後は修理前と同様の形態に仕
立てる修理方法をとった。全面修理では仕立てられて
いる縫い目をすべて解くことによって、各部分を一枚
の裂として概観することのできる貴重な機会となる。
本来縫い代の中に隠れて見えなくなっている、過去の
仕立跡である針穴や残糸、折れ、損傷、使用痕などを
確認することができる。それによって小袖などの形態
をしている時にはなかなか確認できないことや気づか
ないことなどが再認識できる場合もある。
⑤に関しては当初、全体を引き解くことなく最小限
引き解くことで修理箇所を修理するという方針であっ
た。しかし束縫い４で仕立てられている両袖を引き解
いた時点で、修理方針の変更について博物館側と話し
合いの場を設けた。その結果、裏裂の損傷が激しく全
体に修理を施さなければならないこと、過去に修理を
施された部分の模様がずれており再修理により修正が
可能であること、仕立ての糸と過去の修理糸が複雑に
縫われており、作品保存の観点から仕立て直しが必要
であることから、全体を引き解く修理方法へと方針を
変更した。①③⑤は表裂だけではなく裏裂の修理も行
う方針が採られた。②と④は修理前に引き解かれた状
態で保管されていたため、修理後の形態を考慮に入れ
針穴や残糸の調査をすすめ、その調査に基づいて形態
を復元する方針とした。裏裂は保管当初より存在して
いなかったため、新たな裂で仕立てた。損傷の著しい
①と②は表裂・裏裂の全体に補修裂を裏打ちし、③④
⑤は作品の状態がやや良好であったため、損傷箇所の
みに補修裂を当て、他の部分の補修裂は取り除くこと
とした。
（２）修理材料の選択理由について
補修裂と補修糸には絹製のものを採用した。日本で
の染織品修理は、基本的に同素材で修理をおこなうと
いう伝統があるためと、同素材での修理、特に絹製
品、に技術者が慣れているということ、絹に替わる他
の素材での修理に利点を見出すことができない、など
から絹製の材料を選定した。ただし、これらを染める
染料に関しては化学染料（酸性染料）で染色すること
を採用した。その理由として絹織物を染色するのに適
している、染色する場合の取り扱いが簡便である、化
学構造が安定している、オリジナル作品と修理箇所と
の区別がつくことなどが挙げられる。
（３）修理工程について
修理に入る前に修理前の写真撮影・寸法と重量の測
定・損傷箇所の確認・記録および損傷地図の作成、作
品の基本的な情報収集などの修理前調査を行う。その
－ 41 －
後、修理材料の準備、修理作業、仕立て、仕上げ、修
理後の写真撮影となる。
１）写真撮影
写真撮影はデジタルカメラ・３５mmフィルム一眼レ
フカメラ・６×７センチフィルム一眼レフカメラで撮
影を行なう。作品を引き解く前の全体を６×７カメラ
とデジタルカメラで撮影し、引き解き後の分割および
部分写真を３５mmカメラとデジタルカメラで撮影す
る。分割写真とは小袖を引き解いた後の各部分をおよ
そ４０cm四方に分割して撮影するもので、後にパソコ
ン上で合成図を作成する。この画像と図は修理前の調
査で寸法や調書を記入したり、当初の復元図を作成す
るときなどに活用するために作成する。また、修理の
工程途中でも修理前の状態、修理途中、修理後の状態
を画像から判断できるように部分を拡大して撮影す
る。
２）採寸・修理前調査・引き解き作業
小袖を引き解く前に全体の採寸と重量測定を行な
う。これは修理前の記録になるとともに、各部分の修
理が終わり、元の形状に仕立てる時の指標となる。損
傷状況によっては採寸不可能な箇所もあるため、全体
のバランスも考慮に入れた的確な採寸が必要となる。
採寸を行ないながら、損傷箇所の調書を作成する。ど
のように傷んでいるのか、応急修理が施されている
か、仕立に使われている糸はどのようなものかなどを
書き留めていく。また、オリジナルの裂と糸の顕微鏡
写真を撮影する５。これは、記録として保存するため
と補修裂、補修糸を選別する時の参考とするためであ
る。後に記述するが、裂の顕微鏡写真をもとに織設計
者に分析・設計してもらい、織元で補修裂を別織する
ために使用する。また、幾種類もの糸の中でどれが最
初の仕立てに使われた糸なのか確認作業を行うが、こ
の判断は糸の使われ方などの状況判断に負うところが
多い。しかし能装束は何回も仕立て直しされている事
が多いので、最初の縫い跡、縫い糸を確認することは
困難である。
修理前調査は、非破壊調査が原則であるため、オリ
ジナル裂の状態や糸の劣化具合は目視で行う。
以上の工程を経て引き解きの作業へ移る。引き解き
作業では縫い方や縫い目の幅、縫い糸などの記録を取
りながら行う。また修理後、各部を現状の形態へ仕立
てるための指標となる糸印をつける。引き解かれた
後、左右身頃など各部分の裂自体の採寸を行なう（図
６・７）。
３）損傷地図の作成
小袖を引き解くと、各部が１枚の裂として概観でき
る。そこには仕立てられていた時には縫い代の中に
入って見えない損傷や過去の仕立跡、仕立糸、表に出
ている部分とは褪色の度合いが異なる絵緯糸や地組織
などが確認できる。
オリジナル裂の上に修理時に使用できる pet 樹脂
シートを敷き、その上に透明プラスティックシートを
敷いて６現状を記入し損傷地図の作成作業を行なう。
修理途中に確認したい事項が発生した場合は、オリジ
ナルの作品で確認するのではなく、この損傷地図を使
用する。それによって、何度もオリジナルに触れるこ
となく確認作業ができる。このようにオリジナル作品
に触れる回数を減らすことによって、ダメージを軽減
するように心がけている。このときに表側の退色の著
しい色糸や裂、縫い代などの退色のあまり進んでいな
い箇所を色測計７で計測する。
４）整形作業
修理作業に入る前に、永年畳んで収蔵されているた
めにできた、折れやしわ等を取り除く作業に入る。各
部分に引き解いた裂を平らにし、修理作業用の綿付き
防水透湿性素材（ゴアテックスⓇなど）を使って行う。
しわのついてしまった部分にこれを置き、その上に市
販の精製水少量を含ませたコットンなどをのせ、しば
らく放置する。手で触って少しの湿気を感じたらすぐ
に外し、アクリル板などの錘を置く。状態を見ながら
図６ ①唐織白地枝垂桜模様
表裂と裏裂を引き解いたところ
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図７ ①唐織白地枝垂桜模様の引き解き展開図
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慎重にこの作業を繰り返し、少しずつしわを伸ばして
いくのであるが、長年の状態でできてしまったしわな
ので、きれいに引きのばすことは困難である。この作
業とあわせて、保管する時に中性紙でできた太目の丸
筒に巻く８ことで、いくぶんしわの伸びた状態を保持
することができる。引き解いて１枚の裂状態になった
ことで、巻いて保管することも可能になり、保管状態
でのしわ伸ばしも可能になる。
５）修理材料の準備
・補修裂
補修裂は顕微鏡写真で地組織と織耳、縫取織の各部
分の表裏を拡大撮影し、そのデータにより織設計を依
頼し、織元で別織してもらう。オリジナル裂の織幅よ
り両端１cmほど広めの幅で、長さもオリジナル裂よ
りも長く、余裕を持って修理が行えるような見積もり
で織ってもらう。５領の能装束はすべて表裂が経３枚
綾地（z流れ）、裏裂が平絹であったが、織幅がそれ
ぞれ違うこと、損傷状態、生地の厚み、風合いが違う
ため、できるだけオリジナルに馴染む補修裂を用意す
る必要がある。補修裂が織りあがったら、オリジナル
作品の表裂、裏裂と同色になるよう、補修裂を酸性染
料で染色する。染色は無地染めの専門家に依頼する
が、修理作品に馴染む色合いに仕上げるため、染め上
がった後に自分達で追加の染を行なうこともある。染
色後は補修裂の「地のし」作業を行う（図８）。
オリジナル裂は何百年も経っているため生地が湿度
や温度の変化などで動くことが少ないが、織りあがっ
たばかりの裂は、収縮するおそれがあるため、あらか
じめ収縮を促しておく必要がある。収縮による裂の動
きによって修理作品に負担をかけないようにするため
である。中温に温めたアイロンを補修裂から１０cmほ
ど浮かせてスチームをあて、ドライでアイロンをかけ
る。加湿と乾燥を繰り返すことにより補修裂の収縮が
収まり、地の目が整っていく。この作業が終了したら
修理が始まるまで巻いて保存する。
・補修糸
糸は白の無撚の絹の平糸を準備し手撚りする。市販
の縫い糸は、補綴作業を行うには太いため、修理には
適さないと判断し使用していない。１本ずつ糸を手撚
りすることによって、修理箇所に応じた太さと、撚り
の強さを調節した糸を準備することができる。日本刺
繍の技術では伝統的に自分たちで撚った糸を使って作
品を制作する。この技術を応用して補修糸も手撚りす
る。損傷状態によっては特別に注文した機械撚りの極
細糸を使用する場合もある（③厚板緑地④藍白段⑤萌
黄地は表裂・裏裂の損傷箇所の激しくない部分にこの
機械撚り糸を使用した。）。糸は修理作品と同色の色に
染色する。部分的に色が異なる場合もあるので、同色
の濃淡の糸を必要な色数だけ染色する。染色後、色素
を定着させるために糸を蒸し、流水ですすぎ自然乾燥
させる。平糸の場合は手撚り作業があるため、枷に掛
け、適量を紙管に巻き取る。この平糸は釜糸と呼ばれ
る無撚りの糸で、１２～１４本ほど束になったものであ
る。
手撚り糸は損傷状況によって使い分ける。この釜糸
の束から２本どりを２本取分け、それぞれS撚りの
下撚りをかけ、２本合わせてZ撚りの上撚りをかけ
て作る。これを２菅合わせといい、１本ずつ撚りをか
けて作る糸を１菅合わせという。ほとんどの損傷箇所
には２菅合わせの糸を使用するが、損傷が激しく細か
く補修しなければならない箇所は１菅合わせの糸で補
修することがある。
機械撚り糸は手撚りの糸よりも若干太めであったた
め既述した装束に使用したが、糸が馴染みそうもない
損傷の激しい部分など、状況によっては手撚り糸を使
用した。
６）修理枠の準備
糸の修理作業では引き解いて全面修理を行う染織品
は、裂の織幅に合う木枠を用意し薄絹を張り、そこへ
修理作品を拡げて修理を行なう（図９）。
引き解いた染織品は、例えば小袖形態のものであれ
ば、身頃は長いもので３００cmほどの長さになる。この
長いオリジナル裂に補修裂を裏打ちし、馴染ませつつ
修理を行なうには、ある程度の長さを保持して修理を
進める必要がある。使用する修理用の木枠は、裂の織
幅分に少し余裕を持たせた幅で、長さ１m以上のもの
を何種類か用意し、修理する場所の状況に合わせて選
別する。修理用の木枠全面に張る薄絹は四匁羽二重を
使用している。薄絹を張る時は、ある程度張りを持た
図８ 地のし作業
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薄絹
木枠
オリジナル裂 補修裂
せることが重要で、張りが緩むと修理作業の効率が悪
くなる。この薄絹を張った木枠を修理台とし、身頃な
どは何回か張り替えて修理を進めていく。
７）修理作業
補修裂で修理作品の裏打ちし、損傷箇所に補綴をす
る作業に入る。補修裂を修理作品よりやや長めに裁断
し、作品の裏に当て、補修裂をオリジナル裂に沿わせ
るようにして木枠の上に置く。補修裂と修理作品のバ
ランスを見ながら極細の絹しつけ糸で台に固定してい
く。最初に補修裂の織耳を薄絹に縫い付けて固定し、
次に補修裂とオリジナル裂の固定を行なう。修理方法
は２枚の裂（補修裂とオリジナル裂）を糸で綴じ付け
るものなので、このときに補修裂がよれたり、オリジ
ナル裂がよれたりすれば、修理後にだぶつく箇所や、
引っ張られる箇所などができ、作品に負担をかけるこ
とになる。また、身頃などは長い裂なので、肩山の中
心部分から両裾にかけて修理を進め、最終的に補修裂
と作品の修理の辻褄があうようにしなければならな
い。経糸または緯糸が欠損して、すだれ状になってい
るような箇所、切れなど損傷の激しい場所は、周辺を
しつけ糸で仮留めしなければならない。長年の保存状
態から裂にシワや折れがついてしまっているが、これ
をある程度整形しながら修理を進めなければ、修理後
はタルミやツッパリが生じやすく、危険な状態になっ
てしまう。そのため、状態を観察しながら仮留めを行
なっていく。
修理箇所の状況に合わせて選別した補修糸を織物の
経糸と同じ方向へ渡し、これを留めつけていく、日本
刺繍の菅縫いの技法を使って修理を進める（図１０・
１１）。
木製の修理枠に補修裂とオリジナル裂をのせて修理
作業を行うもう１つの理由は、菅縫いで修理箇所を補
修するためでもある。木枠を中心に右手で針を刺し、
木枠の下から左手で針を抜く。左手で下から針を刺
し、右手で抜く、という刺繍の技法で補修作業を進め
れば、作業中も不必要に作品に触れる事なく作業を進
める事ができる。また、ある程度の修理作業スペース
を確保しながら、その上に補修裂と作品を乗せること
ができるので、余分な力が作品にかからず、２枚の裂
（補修裂と修理作品の裂）の調整も容易になる。
損傷箇所より若干範囲を大きくとって修理をし、損
傷箇所を細かく修理していくのではなく、全体に均一
に、しかし損傷部分を確実に修理し、必要最低限の修
理にとどめる。また、そもそも損傷の著しい肩山や袖
山は、修理後も展示で衣桁にかけるため負担がかか
り、収納されている時も、構成上折れ曲がった状態で
あるため、手厚く修理を進める。
修理が終了したら木枠から外し、木枠に張った薄絹
の織糸を１本ずつ引き抜いて、これを取り除く。次に
修理の終了した作品を衣桁などにかけて全体の調子、
釣れているところや、たるんだところがないか、な
どの点検を行なう。
図９ 木枠に補修裂とオリジナル裂をのせて修理作業を行う
図１０ 補綴作業
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８）修理後の撮影
各部分の修理を終えたら、分割写真の撮影を行な
う。ここで、修理後の仕立て前の状態を記録すること
ができる。また仕立てがすんだら、全体写真の撮影を
修理前同様に行う。
９）仕立てと仕上げ
作品の損傷状況によって補修裂を裏全体に裏打ちす
る場合と、修理部分のみを裏打ちする場合がある。損
傷部分のみ裏打ちする場合は、全体のバランスを見な
がら、修理箇所以外の補修裂を取り除く。修理の時に
損傷箇所部分だけに補修裂を当てて修理をすれば、こ
のような工程を省くことができるが、小袖などの長い
裂を扱う場合は、作品全体に補修裂を当てて修理を行
なった方が、補修裂と作品とのゆがみを軽減させるこ
とができると考えている。また修理箇所が複雑に込み
入っている場合など、全体に補修裂を当てていたほう
が、ツレの原因などに繋がる要素を排除できると考え
ている。
補修裂とオリジナル作品とのバランスが取れたら、
引き解く前につけた合印と採寸表、針穴などを確認し
ながら仕立ての作業に入る。仕立糸は新たに用意した
糸を、引き解き前の糸より若干細めに手撚りする。若
干細めにするのは、新しい糸のため糸自体の強度が強
いこと、仕立の時の摩擦を軽減するためと、針穴など
を大きくして作品を傷めないようにするためである。
仕立てあがったら、衣桁に掛け全体の調子を見る
（図１２）。表裂、裏裂が引き攣れていないか、不自然
なたるみがないか、修理箇所が外れていないか、不必
要に負担のかかるところがないか、などを確認する。
すべての工程を終えたら、収納箱に収納するための
畳み方を考える。収納箱の大きさは、博物館の収蔵庫
の箪笥に入れられる大きさと決まっているので、作品
によって箱の大きさを変更するとすれば箱の厚みであ
る。修理前は小さく畳まれていた作品（能装束は特に
装束たたみという畳み方で保管されていた）を両袖と
裾をたたむ程度の夜着たたみにする。構成上、裂が折
れている肩山、袖山と収納時に畳まれて折られてしま
う袖付けや裾などには保護のための枕（化繊綿を羽二
重でくるんだ物）を入れる。本来ならばどこも折畳ま
ずにそのままの状態で保管するのが望ましい。損傷状
態を見ても、常に裂が折れた状態になっている袖山・
肩山・袖付け・背縫いなどの損傷がひどいので、作品
が広げられた状態で保管できれば最適であろう。な
お、収納箱は美術工芸品の保存に適した中性紙の箱を
専門業者に制作してもらう。
④厚板藍白段 修理前 ④厚板藍白段 修理後
図１１ 損傷箇所の修理前と修理後の拡大写真 撮影－岡田宣世
図１２ 仕立て途中 釣り合いを確認する
撮影－岡田宣世
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最後に
今回行なった修理のうち、袷のものは裏裂の修理も
行なった。現状維持という修理方針を踏まえて行なっ
たものであるが、作品の損傷状態によっては、この修
理方法を検討することも可能と思われる。１つには、
表裂・裏裂両方に補修裂を当てるため、２枚袷であっ
た小袖がそれぞれに裏打ち裂がついて４枚になってし
まい、当然のことながら、修理前よりも重量が重く
なってしまうことが挙げられる。比較的表裂・裏裂の
状態が良好なものは良いとしても、表裂の損傷が激し
いものは、その分重量が増えてしまうので、修理した
とはいえ、負担が重くなることは避けられない。この
ような作品にはむしろ裏裂に新しい裂をつけて、修理
した表裂を支える役目を担わせる方法が選択されても
良いと考える。オリジナルの裏裂は修理しても良い
し、展示に使用しないのであれば、修理せずそのまま
の状態で保管しても良い。むしろ、修理せずに保管し
ていれば、当初の状態を保って収蔵することができ
る。
修理は確かに損傷箇所を繕って危険な状態から作品
を守ることができる。しかし、その一方で、作業工程
や修理作業による、ある程度の破壊もついて回ること
は否定できない。博物館のように収蔵環境が恵まれて
いる場所であれば同じ箱に保管しておけば紛失の心配
もないであろう。まずは、作品の状態を見極め、何を
優先して修理すべきなのかを考える必要がある。
作品の今後の褪色を考えて、調査の工程で現時点の
色の状態を色測計で計測した。また、修理作業中に落
下した残糸や裂などの付属物はすべて整理し、報告書
とともに博物館へ返却している。このようなデータ
や、付属物などは今後の研究のために博物館で活用さ
れることを望む。
本稿では論点が煩雑になる事をさけるため、修理工
程のみの報告に終始したが、修理時の調査からは、裂
の織幅、当初の仕立て、仕立て直しの変遷、現状に仕
立て直しされた時期、裁断方法と織り模様の展開など
も論考できる。これは別項を設けて論じている９。
今後も修理に関する様々な情報が公開、蓄積され、
今後の研究が活発に展開されればと考えている。
註
１ これらの能装束は女子美術大学研究所が平成１６年
度から１８年度にかけて、東京国立博物館の委託を
受けて、受託研究というかたちで修理をおこなっ
たものである。東京国立博物館には修理作品１領
拡大図右袖の縫い代の中に押捺されている
図１３ 諦楽舍印と考えられる落款
図１４ 裏裂の背中に押捺されていた分同形の落款
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ごとに「修理報告実績書」を提出している。本稿
はこれらの実績書をもとに５領に共通する修理工
程の流れとその考え方をまとめたものに、材料の
選択基準や今後の修理方法に関する提言を付加し
たものである。
２ 須藤は女子美術大学研究所の嘱託研究員として①
③とここでは論じない法被浅葱地檜垣瓢箪模様の
修理を担当し、②④⑤には修理補佐として携わっ
た。
３ 小山弓弦葉「初期唐織の編年に関する考察－金春
座伝来能装束を中心に－」『MUSEUM』５８５
（２００３）では①②③の作品について高台寺の打敷
と比較し、地色や地紋などを検討し編年を試みて
いる。その結果これらを文禄年間から慶長年間の
作例と考察している。
長崎巌「新収蔵品・水浅葱地入子菱丸紋散模様厚
板に関する調査報告」『国立能楽堂調査研究』１
（２００７）において紹介されている作品は②に類似
した作品である。類似作品と法量、生地、意匠な
どを比較し水浅葱地の厚板を１６世紀から１７世紀初
頭（桃山時代）に位置する作品としており、②の
作品にも桃山時代から江戸初期の特徴がみられる
としている。
河上繁樹「滋賀県政所八幡神社の能装束」におい
て⑤と同模様で地色が紅色の作品を紹介してお
り、形態、文様構成、絵緯の綴絡みからこの装束
の制作年代を桃山時代後半としている。④厚板藍
白段籠目鉄線花模様に関しては『東京国立博物館
図版目録 能装束篇』に江戸時代 １７世紀とある。
５領は河上「滋賀県政所八幡神社の能装束」で述
べられている近世初期唐織の特徴である地文と上
文の区別がなく、文様を平面的に配列しているこ
と、河上「能装束の変遷 唐織を中心として」で
述べられている金糸を使用していないこと、織組
織が経三枚綾地であるなどの共通点が見いだせ
る。
４ 通常の袷小袖と違って、身頃と袖がそれそれ表裂
と裏裂で袷仕立てになっており、袖付けで袷に
なった袖を身頃に縫い付ける方法。つまり袖付け
の仕立て糸を外せば袖と身頃が容易に解体できる
仕立てになっている。
５ キーエンスマイクロスコープVHX２００／１００
６ マイラーシートの使用は修復家石井美恵氏のご教
示による。
７ KONICA MINOLTA分光測色計
８ 丸筒に巻いて保管する方法は修復家石井美恵氏の
ご教示による。
９ 須藤良子、岡田宣世「能装束５領の修理時調査か
ら得られた知見について」『日本家政学会誌』
（２００９）第６０巻第４号あるいは第５号に掲載予定
№ 作品名 地質 織技法 修理年度 修理前の形体 修理後の形体 損傷箇所 損傷状況 墨書・落款
①
唐織
白地枝垂桜模様
経３枚綾地
ｚ流れ
縫取織 平成１６年度 子方・袷 子方・袷
襟中心・肩山
袖山・腰周り
（表裏裂とも）
経緯糸の切れ
絵緯糸の擦れ
和紙で裏打ち箇所あり
左右袖・後身頃裾に
同模様の裂を継ぐ
襟中心墨書
「カ壱」
襟墨書「金春
廿□（五カ）
之内」「竹神」
（以上裏裂）
諦楽舍印・分
銅型印（表裏
裂）
②
厚板
紫地入子菱繋丸紋
散模様
経３枚綾地
ｚ流れ
縫取織 平成１６年度
引き解き
裏裂の欠失
袷
裏裂を新調
表裂全体に及
ぶ
左右袖、左右衽、襟に
同模様の裂を幾枚も継
ぐ
③
厚板
緑地雪持柳桐菊藤
梅片身替模様
経３枚綾地
ｚ流れ
縫取織 平成１７年度 袷 袷
襟中心・肩山
袖山・腰周り
（表裏裂とも）
左右袖に別裂（表裂）
全体の損傷は少ない
左右袖身頃の裏裂に２
種類の平絹が使用
襟中心墨書
「カ六」
④
厚板
藍白段籠目鉄線花
模様
経３枚綾地
ｚ流れ
縫取織 平成１７年度
引き解き
裏裂の欠失
袷
裏裂を新調
表裂全体に及
ぶ
左右身頃・右衽に同模
様裂を幾枚も継ぐ
⑤
唐織
萌黄地花唐草菱繋
模様
経３枚綾地
ｚ流れ
縫取織 平成１７年度 袷 袷
襟中心・肩山
袖山、腰周り
（表裏裂とも）
表裂左右前身頃の胸付
近に楕円の切れ目。そ
の後修理を行った形跡
表裂後身頃腰周りに切
れ目。修理を行なった
形跡
表１ 修理作品の概要
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